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専修大学文学部人文学科社会学専攻 2008 年度卒業論文（2009 年 3 月卒業）  

 

【秋吉美都ゼミナール】 

学歴と共働き志向の関係  

出生順とリーダーシップについて 
－SL 理論に基づく効果的なリーダーシップの発見－  

日本における非正規雇用増加の現状と要因分析  

人は人生に関わる重要な場所をどのように決めるのか  

－地方出身者の大学進学に伴う場所選択－  

大学生の「individual」についての考察  

大学生の友人関係の実態  
－友人関係の「選択化」に注目して－  

ライフセーバーの歴史社会学  
－現在までの成果と課題－  

専修大学生における mixi の利用頻度について 

－mixi を頻繁に更新する人はどんな人か？－  

多摩地域東部はなぜ住民満足度が高いのか  

なぜディズニーランドにはまるのか 

－ワンデーパスポートのユーザーと年間パスポート保持のユーザーとの比較－  

下北沢再開発計画から見られる人々の意識の違いとは  

なぜ学校全体では情報が不透明なるのか？ 

－校務分掌の細分化が教育現場にもたらす問題－  

 

【宇都榮子ゼミナール】  

家庭環境が子どもに与える影響 

－経済的問題からみた虐待との関連性－  

児童文学作品から見る、子どもにとっての“幸福な”家庭とは？  

知的障害者雇用制度の実態と民間企業の事例分析  

児童養護問題の現状とその対策についての実態分析  

格差拡大がもたらしたもの  
－貧困の現状と支援のかたち－  
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音楽療法とは  
－日本の音楽療法の実態－  

児童養護施設入所児童の学習をどう支援するか 

－学習支援の重要性と学生ボランティアの役割と有効性－  

育児不安の行方  
－身近にある子育て支援の有効性－  

 

【大矢根淳ゼミナール】  

「結い」による新たな交通機関の創出  

－新潟県中越地震被災地・山古志における「クローバーバス」プロジェクトに関する聞き取り調査

より－ 

  

【今野晃ゼミナール】  

路上生活者  
－TENOHASI を通して見える当事者の姿－  

切腹  
－歴史社会学的一考察－  

武士道  

健康と社会  
－日本人の求める健康とは－  

人間とイヌの関係  
－イヌを通して見る人間社会－  

近代社会の中のファッション  
－ファッションに関する社会学的考察－  

左右概念の文化史  
－左利きを取りまく環境－  

基地問題と、若者に受け継がれた意思  
－沖縄国際大学ヘリ事故を通じて－  

新しい階級に見るこれからの日本社会  

マナーの歴史と現代社会  
－マナーと社会の変容－  

石原莞爾とナショナリズム  

女性の個人行動とその両義性  
－おひとりさま現象をめぐる言説を通して－  
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1980 年以降のロック音楽市場  
－メディアとのかかわりとその時代背景－  

 

【今野裕昭ゼミナール】  

「オタク」化する「男らしさ」  
－性別規範の危機－  

日本プロ野球の地域密着について  
－J リーグの地域密着との比較考察－  

サークルの人にとっての友人と仲間の違い  
－１サークルの事例から－  

 

【柴田弘捷ゼミナール】  

日本の雇用慣行の変容と若者の労働意識  

－年功序列制度の実態と労働意識の変化－  

過労死・過労自殺とストレス  
－心のゆとりを持ち過労をなくす－  

パラサイト・フリーター  
－楽で楽しい生活をする者達の現状と将来－  

「意欲」の低下による若者への影響  
－誰の意欲が落ちたのか－  

増加する非正規雇用者  
－派遣労働者から見る雇用問題－  

女性の社会進出とジェンダー差別  

－女性教員の学校管理職昇進に見る男女格差－  

中国留学生の日本での生活実態  

 

【嶋根克己ゼミナール】  

現代ストレス社会がもたらす精神疾患 

－世代別に見るうつ病とうつ軽症化からの見解－  

フリーターを産み出す負のスパイラル 

－「やりたいこと」と日本の社会システムを通して－  

スポーツにおける“女性らしさ”の新展開 

－オリンピックに見る女性アスリートたちの飛躍－  
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“孤立化”的個人主義による“若者像” 

－戦後若者史から探る“若者”-“大人”関係－  

人格形成の背景にあるもの 
－子どもの発育環境から探る－  

儀礼的相互行為としての社交  

J-pop 産業におけるデジタル化の変遷 

－ソーシャルミュージックからパーソナルミュージックへと変化する J-pop－  

日本の労働力を活性化させるために 

－性別問わずいきいきと働きやすい環境を－  

なぜ「私」は不安なのか  
－信頼の消失がもたらす「主体性」の死－  

新潟県十日町市池谷集落の震災復興と現状 

－インタビュー調査から見る過疎農村－  

キッチュによるアイデンティティ構築  
－都市景観の考察を通して－  

ケータイをめぐる関係性の構築と破壊 

－アンケートから考える大学生とその親のコミュニケーション形成－  

経済的要因による自殺増加の背景  
－経済格差・雇用問題・文化の視点から－  

日本における自転車社会の可能性 

－ヨーロッパ諸国との比較と歴史的観点から－  

 

【馬場純子ゼミナール】  

住み慣れた地域で暮らし続けるために 

－川崎市における高齢者の在宅福祉サービスに関する考察－  

「ネットカフェ難民」の実態と社会的排除  

高齢者福祉施設における高齢者への対応状況と課題  

ユニバーサルデザインに求められるもの  
－利用者側の視点に立って－  

 

【樋口博美ゼミナール】  

働く女性のワークライフバランス、20 年の理想と現実 

－『日経 WOMAN』1988 年～2008 年の分析から－  
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消費者エゴイズム  
－食品偽装問題から消費者意識を考える－  

若年層に増え続ける非正規雇用問題について 

－社会的に不安定かつ、低収入な非正規雇用で働き続けること－  

飢餓国と飽食国における食糧事情  
－世界の食糧問題とその行方－  

若者の食意識について 

－身体に良くないと知りつつなぜ人はコンビニ食を利用するのか－  

現代社会における家庭の食  
－共食の必要性－  

若者の食生活事情にみるライフスキル 

－現代の大学生と朝食摂取の現状から－  

食品産業における企業のジレンマ  
－相次ぐ偽装はなぜ起こるのか－  

地産地消の活動と食の安心・安全  
－消費者・生産者の立場から－  

家庭機能の外部化がもたらす生活スキルの低下 

－子どもたちに食スキルを身に付けるための食育を－  

消費社会の中の食をめぐる人々の意識と行動の変化 

－輸入食品問題と消費者運動から考える－  

 

【広田康生ゼミナール】  

地方都市における商店街活性化とストリート・パフォーマー  

 


